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verwaltung und Angestelltenschaft am Beispiel Siemens 1847-1914. Zum Verhaltnis 
von KapitalisrilUs und Burok四 tiein der deutschen Industrialisierung. Stuttgart 1969) 
として公刊された。ついで， 1972年にミュ Yスター大学で歴史学の教授資格を取得しτ
おり，教授資格論文も 昨年『ファシズムと民主主義との間の職員~ (Angestellte zwi-
schen Faschismus und Demokratie. Zur politischen Sozialgeschichte der Angestel-
lten: USA 1890-1940 im internationalen. Vergleich. Gottingen 1977) として公刊さ
れているo ~γ カ教授は1973年以降ピ レフ A ルト大学歴史学部申社会史の正教授であ
り，現在まだ37歳白若きである。しかも，著書としては，ト言百田怖に， r戦時の階級社会』
(Klassengesel1schaft im Krieg. Deutsche Sozialgeschichte 1914-1918. Gottingen 
1973) : r ドイツ社会史 187o-1914~ (G， A， Ritterと共編)(Deutsche Sozialgeschichte 
Dokurnente und Skizzen Band II: 1870-1914. Munchen 1974); r社会史研究資料集』
(G. Hohorst， G. A. Ritterと共編)(Sozialgeschichtliches Arbeitsbuch. Materialien 
zur Statistik des Kaiserreichs 1870.，1914. Munchen 1975) ; [fドイツの工業化のなかの
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企業家j(Unternehmer in der deutschen Industrialisierung. Gdttingen 1975) ; W学習







wissenschaft. Begriffiiche und methodische Proble皿e)
(2) 1ドイツの職員と閏民社会主義り興隆J(Deutsche Angestel1te und der Aufstieg 
des Nationalsozialismus) 
(3) 1ドイツ由工業化における地域的分化と企業家り役割J(RegionaleDifferenzierung 
in der deutschen Industrialisierung und die RolIe von Unterneh皿ern)
(4) 119世粗末葉主20世紀初頭のドイツ社会史白諸問題一一特に第1次世界大戦を考
慮して一一J(Probleme der deutschen Sozialgeschichte im spaten 19. und fruhen 
20. lahrhundert mit besonderer Berucksichtigung des Ersten Weltkriegs) 
京都大学経済学会は，京都ドイツ文化センタ ， ドイツ現代史研究会，土地制度史学













88 (204) 第 123巻第3号
学D概念やそデルが援用されるばあいが多c，但)さらに精密な計量的方法が援用される
ばあい， (，)またマックス・ヴェーパ により展開された理念型的方法が援用されるばあ
いが挙げられp これら3つの手法のうち，コッカ教授が採る立場は第3の理念型的方法
白援用であることが示された。
報告後に70名を越える参加者のなかから， 平井俊彦，平田清明， 出口勇蔵，木谷勤
(jc阪教育大)，上山安敏の諸教授をはじめ奥田隆男氏，小畑清剛氏たち院生， 学生の
聞からも活滋な質問が提出され，午後6時頃盛会裡に散会した。
3月23日午後2-6時の間開催された研究集会では， コッカ教授は， 野田宣雄同教授
の通訳のもとに， ドイツ町職員層にかんして報告した。主要な論点は，労働者と職員と
り区別におけるドイツ的特殊性の歴史的な考察にあり 3つのテーゼが提示された。第
1に，労働者と職員との区別は，酉ヨーロッバおよびYノタリカ合衆国と比較して， ドイ
ツEは1933年まで特に鋭〈現われており，第2に，このドイツにおける身分的差別観念
は， ドイツD近代化の特殊性から説明されるべきであり，なかんず〈ドイツにおける前
工業的残淳の担強きが問題となる。さらに第3に，このような労働者と職員とり区別の
残存によって，職員は国民社会主義の興隆自社会的基盤の 1要因をなした。これらの 3
つのテ ゼは，西ヨーロッパ，特にアメリカ合衆国と白比較のなかで展開されており，
ドイツに日ける前工業的，官僚制的，身分制的残惇のもつ影響力がとりわけ重視されて
L 、犬こ。
報告後の質疑は，山口定教授く大阪市大〕と野田宣雄助教授とり通訳により行なわれ，
約60名目参加者白なかから，菱山泉，山口和男(甲南大)，鼓肇雄(名大)，平田清明，
上山支敏，大林信治(阪大)，筆者の諾教授をはじめ多〈の質問が提示きれ， 第 1日目
と同様z 討論のなかで，いうぞう展開された論点も少なくないがs これらに言及するこ
とは割愛されねばならない。
一昨年。グェーラー教授の研究集会のばあいと同様，コッカ教授の研究集会にも，経
済学，政治学.法学，歴史学，社会学等Dさまざまな専門分野の研究者が参加して，比
較社会史とし寸研究領域にふさわしい，国際交流と学際交流のなかで，共通の問題関心
をもっ研究者の間白コミュニナィーの形成のために多大り成功を収めることができた。
なお，これらり研究集会を準備するために支援して下さった多〈の方々のうち，特に
京都ドイツ文化セソターの所長ハインツ・ユルゲンス氏 HeinzJu唱団S，三鼓秋子氏，
経済学会記事 (205) 曲
経済学部調査資料室町細川元雄氏，大月誠教授〔竜谷大)，藤本建夫助教授(甲南大)，
および野田敬氏にたいし謝意を表したい。
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